
・８月28日(月)、全国中学生フェンシング選手権大会に出場した、アスルクラロフェンシ

ングクラブに所属する清水中学校３年生の鈴木輝愛（すずきるあ）選手と沼津フェンシン

グクラブに所属する清水中学校３年生の宮垣（みやがき）わこ選手が来庁され、町から奨

励金をお渡ししました。 

　全国大会おいて、鈴木選手は個人戦サーブルの部で３位入賞、宮垣選手は団体戦エペの

部で３位入賞という結果を残されました。 

　お二人の素晴らしい功績と日々の絶え間ない努力に心から敬意を表するとともに、今後

のさらなるご活躍を期待しています。 

　  

・８月27日(日)、令和５年度清水町総合防災訓練を実施しました。 

　西小学校では、八幡区、長沢区、本長沢区および柿田区による会場型の合同訓練を４年

ぶりに行い、多くの皆さまにご参加いただきました。 

　災害に強いまちづくりのためには、地域の力が必要不可欠です。町としても、「自助・

共助・公助の連携で安全で安心してくらせるまち」の実現を目指してまいりますので、引

き続き、地域の皆さまの積極的な防災活動への参加をお願いします。 

　 　  



・８月26日(土)、静岡県ラグビーフットボール協会様が主催する「第１回サントムーン柿

田川 ミニラグビー大会 韮山反射炉カップ in 清水町」が町総合運動公園で開催されまし

た。 

　このイベントは、県全体でラグビーの聖地化を推進することを目的に開催され、ジュニ

アラグビー大会や親子ラグビー教室、各種体験会などに多くの方々が参加しました。 

　町としましても、身近な場所でスポーツを気軽に楽しめるよう、さまざまな事業を実施

してまいりますので、多くの皆さまにご参加いただきますようよろしくお願いします。 

　  

・８月25日(金)、全国高等学校総合体育大会に出場した、加藤学園高等学校２年生の日吉

佑斗（ひよし　ゆうと）選手が来庁され、町から奨励金をお渡ししました。 

　日吉選手は、静岡県高等学校総合体育大会で準優勝し、全国大会出場という栄冠を勝ち

取りました。全国大会では石川県の高校に惜敗されましたが、全国の舞台で最高のプレー

を見せてくれたと思います。 

　今後も日ごろの練習の成果を発揮し、来年の全国大会に挑戦できるよう応援していま

す。 

　  



・８月22日(火)、2023年少林寺拳法世界大会 in Tokyo, Japanへの出場報告のため、清

水小学校４年生の𠮷田湧人（よしだ　ゆうと）選手が来庁され、町から奨励金をお渡しし

ました。 

　𠮷田選手は、世界大会の予選において、組演武小学生Aの種目で優勝し、10月に開催さ

れる世界大会への出場権を獲得しました。 

　世界大会での好成績を期待するとともに、清水町を代表するアスリートとしてより一層

ご活躍されることを願っております。 

　  

・８月22日(火)、第25回世界スカウトジャンボリーへの参加報告のため、ボーイスカウ

ト清水町第７団の内田拓実スカウトと野田一雄 団委員長、勝又啓子 隊長が来庁されまし

た。 

　８月１日～12日に大韓民国で開催された世界スカウトジャンボリーには、約170の国と

地域から約45,000人のスカウトが集い、日本代表として参加した内田スカウトは、様々

なプログラムへの参加を通じて国際交流と国際理解を深められました。 

　今回のジャンボリーで経験された貴重な体験を生かし、今後の活動に前向きに取り組ん

でいただくとともに、町が進める協働・協創のまちづくりにお力添えいただけることを期

待しています。 

　  



・８月22日(火)、令和５年度第１回清水町都市計画審議会を開催し、委員の皆さまに委嘱

状を交付しました。 

　本審議会は、都市計画に関する事項を調査・審議するために、都市計画法の規定に基づ

き設置するもので、委員の皆さまには、都市計画道路西間門新谷線の計画変更および同変

更に伴う用途地域の変更について、ご審議いただきたいと考えております。 

　町の健全な発展と秩序ある整備につながるよう、委員の皆さまの豊富な経験や知識に基

づいた多様な意見をいただきたくお願い申し上げます。 

　 　  

・８月18日（金）、第37回全国水環境保全市町村連絡協議会全国大会「名水サミットin

みしま・しみず」を三島市と共同で開催しました。 

　本大会の名水シンポジウムでは、「命をつなぐ、街をつなぐ、次世代につなぐ」をテー

マに、３人の講師にご講演いただいたほか、富士宮市と三島市の両市長と清水町出身で三

島市在住の絵本作家・宮西達也様と共に、「湧水を活用したまちづくり」をテーマに、パ

ネルディスカッションを行いました。 

　本大会を水の素晴らしさや大切さを共に考える場として開催できましたことを大変喜ば

しく思うとともに、共同開催をした三島市、開催にご協力いただいた関係者の皆さま、そ

してご来場いただいた多くの皆さまに心から感謝を申し上げます。 

　  



・８月16日（水）、８月定例区長会に出席しました。 

　４年ぶりに開催することができました第41回湧水まつりにおいては、実行委員である

区長の皆さまにご尽力いただき誠にありがとうございました。 

　今後につきましても、総合防災訓練や敬老会、町民体育大会等、様々な事業を実施する

予定でおりますので、引き続き、区長の皆さまのご理解・ご協力をお願い申し上げます。 

 

・８月15日（火）、令和５年度清水町戦没者を追悼し平和を祈念する式典を開催し、先

の大戦で亡くなられた全ての方々を追悼するとともに、世界の恒久平和を祈念いたしまし

た。 

　終戦から78年が経過し、戦争を経験された世代が減少していく中で、戦争の記憶を風

化させることなく、後世に伝えていくことは何より大切なことだと考えております。こう

した中、本式典では、７月の広島平和研修に参加した町内中学生の代表生徒４人が、戦争

の悲惨さや核兵器の恐ろしさ、平和の尊さなど、研修で学んだことを発表しました。 

　町としましても、先人たちから受け継いだ愛する郷土をより一層住みやすい町として、

未来を担う子どもたちに引き継いでいけるよう尽力してまいります。 

 



・８月９日(水)、鈴木代表監査委員と松浦監査委員から令和４年度決算審査等意見書の提

出および報告をいただきました。 

　決算等の審査は、地方自治法の規定に基づき実施されるもので、役場組織内の全課（局

を含む）を対象に、決算書等における計数の正確性や予算の執行状況の適否などを審査い

ただいた結果、おおむね適正に処理されているとの報告をいただきました。 

　猛暑の日が続く中で審査をいだだいたことに感謝を申し上げるとともに、審査結果にお

ける意見等を真摯に受け止め、今後の町財政運営の参考としてまいります。 

 

・８月５日（土）、第41回清水町湧水まつりを町制施行60周年記念事業として４年ぶり

に開催しました。 

　当日は、町民ステージやりんごちゃんものまねステージ、手筒花火奉納＆スペシャルラ

イブなどを実施し、多くの皆さまにご来場いただき、盛況のうちに終了することができま

した。 

　湧水まつりの開催および運営にあたり、ご支援・ご協力いただいたすべての皆さまに心

から感謝を申し上げます。 

　  



・８月４日（金）、富士山南東スマートフロンティア推進協議会 首長会議に出席しまし

た。 

　本協議会は、少子高齢化や行政のデジタル化など様々な地域課題の解決に向けて、広域

連携により取り組んでいくため、令和３年８月に三島市、裾野市および長泉町の２市１町

で発足したものであります。本町においては、令和５年６月から新たに本協議会に参画さ

せていただきました。 

　生活圏を一にする２市２町において、移住定住を取り巻く地域の活性化などの行政課題

の解決に向けて、本町がこの取り組みに合流させていただくことで、生活圏の連続性や自

然環境、交通体系、生活利便施設等のエリアの補完および発展がなされるように、清水町

としての責務を果たしてまいります。 

 

・８月３日（木）、第45回 東海中学校総合体育大会陸上競技大会（中体連東海大会）へ

の出場報告のため、南中学校３年生の古川真子（ふるかわまこ）選手、２年生の伊藤遼

（いとうりょう）選手が来庁されました。 

　静岡県大会において、古川選手は共通1500mの種目で６位、伊藤選手は２年1500ｍの

種目で4位の成績を残され、東海大会への切符を手にしました。 

　東海大会では、日ごろの努力の成果を十分に発揮し、自己記録を更新されることを期待

するとともに、良い結果をお聞きできることを願っています。 

 



・８月２日（水）、令和５年度第１回清水町健康づくり推進協議会を開催し、委員の皆さ

まに委嘱状を交付しました。 

　本協議会は、町民の健康づくりを推進するために設置され、第４次清水町健康増進計画

に基づく健康増進事業についてご検討いただくものです。 

　町としても、「誰もがやすらぎと生きがいを感じる『笑街健幸』のまち」の実現に向け

て、「一人ひとりが主役、みんなで健康づくりに取り組もう」という基本理念のもと、町

民、地域および行政が一体となり、協働による健康づくりに取り組んでまいりますので、

健康増進事業のさらなる推進を図るためにも、委員の皆さまのご協力をお願いします。 

　  

・８月１日(火)、令和５年度第１回清水町行政改革推進委員会を開催し、委員の皆さまに

委嘱状を交付しました。 

　町では、町の最上位の計画である第５次総合計画の基本目標の一つに「未来への責任あ

るまちへ」を掲げ、行政の質の向上や効率化および持続可能な財政運営などを計画的に実

行するため、行政改革の推進を図っています。 

　物価高騰の影響など、町や町民生活を取り巻く社会情勢は非常に厳しい状況にあります

が、委員の皆さまのご意見・ご提案をできるところから、迅速かつ着実に反映させていた

だき、「くらしやすさで未来をともにつくるまち・清水町」の実現に向けて、各種施策に

取り組んでまいります。 

　


